
名古屋市環境科学調査センター

環境科学室 平生進吾

名古屋市内産魚類中の残留性
有機汚染物質（POPs）の環境調査

大気

水

底質 生物

化学物質の環境循環の模式図

排水
土壌流出

生物濃縮

化学物質による環境リスク

環境リスク 有害性の程度 曝露量

生物を使った生態影響試験
(例）
半数致死濃度試験（LC50) など

環境中の存在量

【重要！】
有害性の高い化学物質は、環境中に少量であっても環境リスクが
高まる。
加えて、環境中に長期間残留するとさらに環境リスクが高まる。
例）残留性有機汚染物質（POPs）

○ 難分解性で環境中での残留性が高い

○ 低水溶性・高脂溶性（生物濃縮しやすい）

○ 有害性を有する

○ 大気・海洋により長距離を移動する

残留性有機汚染物質
POPs（Persistent Organic Pollutants）

POPｓ



○
製

造
、

使
用

、
輸

出
入

の
原

則
禁

止

○
非

意
図

的
生

成
物

の
排

出
削

減

○
PO

Ps
を

含
む

在
庫

や
廃

棄
物

の
適

正
管

理
及

び
処

理

○
こ

れ
ら

の
対

策
に

関
す

る
国

内
実

施
計

画
の

策
定

※
我

が
国

で
は

、
20

02
年

8 月
に

締
結

し
た

。

残
留

性
有

機
汚

染
物

質
に

関
す

る
ス

ト
ッ

ク
ホ

ル
ム

条
約

（ 2
00

1年
）※

ス
ト

ッ
ク

ホ
ル

ム
条

約

○
農

薬
（
有

機
塩

素
化

合
物

）

ア
ル

ド
リ

ン
、

ク
ロ

ル
デ

ン
、

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

、
エ

ン
ド

リ
ン

、
ヘ

プ
タ

ク
ロ

ル
、

ヘ
キ

サ
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

（ H
CB

）、
マ

イ
レ

ッ
ク

ス
、

ト
キ

サ
フ

ェ
ン

、
ジ

ク
ロ

ロ
ジ

フ
ェ

ニ
ル

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

（
D

DT
）
、

エ
ン

ド
ス

ル
フ

ァ
ン

○
工

業
製

品

Ｐ
Ｃ

Ｂ

○
非

意
図

的
生

成
物

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
（ダ

イ
オ

キ
シ

ン
及

び
ジ

ベ
ン

ゾ
フ

ラ
ン

）

ス
ト

ッ
ク

ホ
ル

ム
条

約
対

象
物

質
①

○
20

0
9追

加
物

質
－

テ
ト

ラ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
エ

ー
テ

ル
、

ペ
ン

タ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
エ

ー
テ

ル
、

ヘ
キ

サ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
エ

ー
テ

ル
、

ヘ
プ

タ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
エ

ー
テ

ル
、

ヘ
キ

サ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
、

リ
ン

デ
ン

、
ヘ

キ
サ

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
（H

C
H

）、
ク

ロ
ル

デ
コ

ン
、

ペ
ン

タ
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

、
ペ

ル
フ

ル
オ

ロ
オ

ク
タ

ン

ス
ル

ホ
ン

酸
（
P

F
O

S
）

○
20

11
、

2
01

3
追

加
物

質
エ

ン
ド

ス
ル

フ
ァ

ン
、

H
B

C
D

○
20

15
追

加
物

質
ポ

リ
塩

化
ナ

フ
タ

レ
ン

（
P

C
N

）
、

H
C

B
D

、
ペ

ン
タ

ク
ロ

ロ
フ

ェ
ノ

ー
ル

○
20

17
追

加
物

質
デ

カ
ブ

ロ
モ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
エ

ー
テ

ル
（

D
eB

D
E
）、

短
鎖

塩
素

化
パ

ラ
フ

ィ
ン

（S
C

C
P

）

ス
ト

ッ
ク

ホ
ル

ム
条

約
対

象
物

質
②

環
境

中
分

布
及

び
生

物
濃

縮
性

（例
）

D
DT

生
物

濃
縮

係
数

（生
物

体
内

濃
度

／
周

辺
水

中
濃

度
）

＝
5,

10
0 ～

24
,4

00
（注

）
ト

ル
エ

ン
：9

0 、
キ

シ
レ

ン
：2

3.
6

環
境

中
に

排
出

さ
れ

た
場

合
の

環
境

分
布

予
測

分
布
量

(%
)

大
気

0.
00

2

水
質

0.
26

土
壌

89
.8

底
質

9.
9

移 行

土
壌

底
質

魚



（１
）生

物
調

査

名
古

屋
市

内
で

捕
獲

さ
れ

た
魚

貝
類

の
種

別
を

調
べ

る
。

（２
）P

O
Ps

含
有

量
調

査

捕
獲

さ
れ

た
魚

貝
類

の
可

食
部

（
切

り
身

）
に

含
ま

れ
る

PO
Ps

含
有

量
を

求
め

る
。

（３
） P

O
Ps

汚
染

の
地

域
差

の
把

握

含
有

量
の

比
較

か
ら

、
汚

染
の

地
域

特
性

を
明

ら
か

に
す

る
。

（４
）継

続
的

な
調

査

4 年
毎

に
調

査
を

行
う

。

本
調

査
の

目
的

と
概

要
調

査
地

点
（
2
0
1
8
年

6
月

～
9
月

）

2
0
,2
1-
2
8

2
9
,3
0

1
2
,1
3

3
-
8
,1
1
,1
7
-1
9 3
1
,3
2
-
3
4

4
4

3
5
,3
6
,3
7 9
,1
0

3
8
,3
9
,4
0
,4
1,
4
2,
4
3

1
,2

1
4
,1
5
,1
6

投
網

の
様

子

試
料
番
号

地
点

魚
種

1
コ
イ

2
ニ
ゴ
イ

3-
8

庄
内
川
　
庄
内
橋

ア
ユ

9
フ
ナ

10
フ
ナ

11
庄
内
川
　
庄
内
橋

コ
イ

12
テ
ィ
ラ
ピ
ア

13
テ
ィ
ラ
ピ
ア

14
ニ
ゴ
イ

15
ニ
ゴ
イ

16
ニ
ゴ
イ

17
-1

9
庄
内
川
　
庄
内
橋

オ
イ
カ
ワ

20
カ
ム
ル
チ
ー

21
-2

8
オ
イ
カ
ワ

29
フ
ナ

30
コ
イ

31
ス
ズ
キ

32
-3

4
ス
ズ
キ

35
イ
ロ
ゴ
イ

36
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

37
ナ
マ
ズ

38
ス
ズ
キ

39
ス
ズ
キ

40
ク
ロ
ダ
イ

41
ク
ロ
ダ
イ

42
ボ
ラ

43
ボ
ラ

44
潮
見
埠
頭
北

ミ
ド
リ
イ
ガ
イ

福
田
川
　
ポ
ン
プ
所

中
川
運
河
　
東
海
橋

堀
川
　
黒
川
橋

高
潮
防
波
堤
北

矢
田
川
　
三
階
橋

山
崎
川
　
か
な
え
橋

荒
子
川
　
二
ツ
橋

新
川
　
比
良
新
橋

天
白
川
　
新
島
田
橋

魚
貝

類
の

種
別

2
ニ

ゴ
イ

3-
8

ア
ユ

36
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ

ブ
ナ

13
テ

ィ
ラ

ピ
ア

20
カ

ム
ル

チ
ー

21
-2

8
オ

イ
カ

ワ

44
ミ

ド
リ

イ
ガ

イ
37

ナ
マ

ズ
40

ク
ロ

ダ
イ

調
査

方
法

三
枚

卸 切
り

身
＝

可
食

部

（
皮

は
取

り
除

く
）微

塵
切

り
切

り
身

の
ミ

ン
チ

抽
出

機
器

分
析



重
量

・
濃

度
の

単
位

1
ng

（
ナ

ノ
グ

ラ
ム

）

1
g

（
グ

ラ
ム

）

10
00

分
の

1

1
m

g
（
ミ

リ
グ

ラ
ム

）

１
重

量

10
00

分
の

1

1
g

（
マ

イ
ク

ロ
グ

ラ
ム

）

10
00

分
の

1

２
濃

度

1
ng

/g
-w

et

水
分

を
含

ん
だ

魚
の

切
り

身
1

g当
り

、
1 

ng
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

表
し

て
い

る
。

調
査

物
質

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類

シ
ス

/ト
ラ

ン
ス

-ク
ロ

ル
デ

ン
、

オ
キ

シ
ク

ロ
ル

デ
ン

、
シ

ス
/ト

ラ
ン

ス
-ノ

ナ
ク

ロ
ル

⑤
/

/
/

-H
CH

（
：
リ

ン
デ

ン
）

②
ジ

ク
ロ

ロ
ジ

フ
ェ

ニ
ル

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

（
D

DT
）
類

D
DT

、
D

DD
、

D
DE

（そ
れ

ぞ
れ

2種
の

異
性

体
を

含
む

）

③
ド

リ
ン

系
農

薬
類

ア
ル

ド
リ

ン
、

エ
ン

ド
リ

ン
、

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

⑥
ヘ

プ
タ

ク
ロ

ル
類

及
び

そ
の

他

ヘ
プ

タ
ク

ロ
ル

、
ヘ

プ
タ

ク
ロ

ル
エ

ポ
キ

シ
ド

、
ヘ

キ
サ

ク
ロ

ロ
ベ

ン
ゼ

ン
（

H
CB

）

④
ポ

リ
塩

素
化

ビ
フ

ェ
ニ

ル
（P

CB
）

1～
10

塩
素

化
ビ

フ
ェ

ニ
ル

調
査

結
果

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類

ト
ラ

ン
ス

-ク
ロ

ル
デ

ン
シ

ス
-ク

ロ
ル

デ
ン

オ
キ

シ
ク

ロ
ル

デ
ン

ト
ラ

ン
ス

-ノ
ナ

ク
ロ

ル
シ

ス
- ノ

ナ
ク

ロ
ル

過
去

に
シ

ロ
ア

リ
駆

除
剤

や
農

薬
等

と
し

て
使

用
さ

れ
て

い
た

。

19
71

年
に

、
農

薬
の

登
録

が
失

効
し

た
。

19
86

年
に

、
使

用
・製

造
と

も
に

禁
止

さ
れ

た
。

020406080

濃度(ng/g-wet)

サ
ン

プ
ル

N
0

湿
重

量
あ

た
り

の
ク

ロ
ル

デ
ン

類
含

有
濃

度
(n

g/
g-

w
et

)

ト
ラ

ン
ス

-ク
ロ

ル
デ

ン

シ
ス

-ク
ロ

ル
デ

ン

オ
キ

シ
ク

ロ
ル

デ
ン

ト
ラ

ン
ス

ー
ノ

ナ
ク

ロ
ル

シ
ス

-ノ
ナ

ク
ロ

ル

調
査

結
果

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類

新
川

比
良

新
橋

ニ
ゴ

イ

堀
川

黒
川

橋

高
潮

防
波

堤
北

72
.5

 (
ng

/g
-w

et
)



調
査

結
果

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類
A

D
I

ク
ロ

ル
デ

ン
の

成
人

の
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

0
.0

0
0

5 
m

g
/k

g
/日

(5
00

 n
g

/k
g

/日
)

※
A

D
I ：

人
が

一
生

涯
に

わ
た

っ
て

毎
日

食
べ

続
け

て
も

健
康

に
悪

影
響

を
与

え
な

い
と

さ
れ

て
い

る
量

。

（
例

）成
人

男
性

（体
重

6
0

 k
g
）
の

場
合

5
0

0 
(n

g
/k

g
/ 日

)
×

6
0

 (
kg

) 
=

 3
0

,0
0

0
 (

n
g

/ 日
)

日
本

人
の

年
間

魚
介

類
摂

取
量

（
2

0
16

年
、

水
産

庁
）
：
2

4
.6

 k
g

/ 年

⇒
一

日
当

た
り

の
摂

取
量

：
6

7
 g

/ 日

3
0

,0
0

0 
(n

g
/日

) 
÷

6
7

 (
g

/日
)

=
 4

4
8 

(n
g

/g
-w

e
t)

>
72

.5
 n

g
/g

-w
e

t

01020304050

平均濃度(ng/g-wet)

採
取
年

新
川
比
良
新
橋

堀
川
城
北
橋
o
r黒
川
橋

高
潮
防
波
堤
北

調
査

結
果

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類
の

経
年

変
化

使
用

禁
止

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

8.
0

10
.0

38
 ス

ズ
キ

39
 ス

ズ
キ

40
 ク

ロ
ダ

イ
41

 ク
ロ

ダ
イ

42
 ボ

ラ
43

 ボ
ラ

濃度(ng/g-wet)

高
潮

防
波

堤
北

の
魚

種

湿
重

量
あ

た
り

の
ク

ロ
ル

デ
ン

類
含

有
濃

度
(n

g/
g-

w
et

)

ト
ラ

ン
ス

- ク
ロ

ル
デ

ン

シ
ス

-ク
ロ

ル
デ

ン

オ
キ

シ
ク

ロ
ル

デ
ン

ト
ラ

ン
ス

ー
ノ

ナ
ク

ロ
ル

シ
ス

-ノ
ナ

ク
ロ

ル

調
査

結
果

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類
の

魚
種

比
較

全
国

平
均

（
海

域
、

19
地

点
、

20
16

年
）

1.
53

 n
g/

g-
w

et

全
国

最
大

（
海

域
、

20
16

年
）

9.
25

 n
g/

g-
w

et

調
査

結
果

②
D

D
T
類

ジ
ク

ロ
ロ

ジ
フ

ェ
ニ

ル
ト

リ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
（

D
DT

）

過
去

に
農

薬
、

シ
ラ

ミ
な

ど
の

伝
染

病
を

引
き

起
こ

す
衛

生
害

虫
の

駆
除

剤
等

と
し

て
第

二
次

世
界

大
戦

後
に

広
く
使

用
さ

れ
た

。

な
お

、
一

部
の

国
で

は
マ

ラ
リ

ア
対

策
の

目
的

で
殺

虫
剤

と
し

て
現

在
も

使
用

さ
れ

て
い

る
。

19
71

年
に

、
農

薬
の

登
録

が
失

効
し

た
。

D
DD

及
び

D
DE

は
、

D
DT

の
代

謝
物

で
あ

る
。

D
DT

D
DD

D
DE



調
査

結
果

②
D

D
T
類

05101520253035 濃度(ng/g-wet)

サ
ン

プ
ル

N
0

湿
重

量
あ

た
り

の
D

D
T類

含
有

濃
度

(n
g/

g-
w

et
)

2,
4'

-D
DD

2,
4'

-D
DT

4,
4'

-D
DD

4,
4'

-D
DT

2,
4'

-D
DE

4,
4'

-D
DE

新
川

比
良

新
橋

ニ
ゴ

イ

堀
川

黒
川

橋

高
潮

防
波

堤
北

051015202530

新
川
比
良
新
橋

堀
川
城
北
橋
o
r黒
川
橋

高
潮
防
波
堤
北

平均濃度(ng/g-wet)

20
14

20
18

調
査

結
果

②
D

D
T
類

全
国

平
均

（海
域

、
19

地
点

、
20

13
年

）

4.
20

 n
g/

g-
w

et

全
国

最
大

（
海

域
、

20
13

年
）

22
.0

 n
g/

g-
w

et

調
査

結
果

③
ド

リ
ン

系
農

薬
類

ア
ル

ド
リ

ン
、

エ
ン

ド
リ

ン
、

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

い
ず

れ
も

過
去

に
農

薬
、

殺
虫

剤
、

シ
ロ

ア
リ

駆
除

剤
等

と
し

て
使

用
さ

れ
た

。

い
ず

れ
も

19
75

年
に

、
農

薬
の

登
録

が
失

効
し

た
。

19
81

年
に

は
、

製
造

・
販

売
・
使

用
も

禁
止

さ
れ

た
。

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

ア
ル

ド
リ

ン
エ

ン
ド

リ
ン

調
査

結
果

③
ド

リ
ン

系
農

薬
類

051015 濃度(ng/g-wet)

サ
ン

プ
ル

N
0

湿
重

量
あ

た
り

の
ド

リ
ン

系
農

薬
含

有
濃

度
(n

g/
g-

w
et

)

ア
ル

ド
リ

ン
エ

ン
ド

リ
ン

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

新
川

比
良

新
橋

ニ
ゴ

イ

堀
川

黒
川

橋

高
潮

防
波

堤
北



調
査

結
果

④
デ

ィ
ル

ド
リ

ン

0102030
平均濃度(ng/g-wet)

採
取
年

新
川
比
良
新
橋

堀
川
城
北
橋
o
r黒
川
橋

高
潮
防
波
堤
北

全
国

最
大

（
海

域
、

20
14

年
）
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④
P

C
B

ポ
リ

塩
素

化
ビ

フ
ェ

ニ
ル

も
し

く
は

ポ
リ

塩
化

ビ
フ

ェ
ニ

ル

（
PC

B：
Po

ly
 C

hl
or

in
at

ed
 B

ip
he

ny
l）

加
熱

や
冷

却
用

熱
媒

体
、

変
圧

器
や

コ
ン

デ
ン

サ
と

い
っ

た
電

気
機

器
の

絶
縁

油
、

可
塑

剤
、

塗
料

、
ノ

ン
カ

ー
ボ

ン
紙

の
溶

剤
な

ど
非

常
に

幅
広

い
分

野
に

用
い

ら
れ

た
。

19
73

年
に

製
造

が
禁

止
さ

れ
た

が
、

20
27

年
ま

で
に

す
べ

て
を

廃
棄

処
理

す
る

予
定

で
あ

る
。
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堤
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平
均
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海

域
、

19
地

点
、

20
16

年
）
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 n

g/
g-

w
et

A
D

Iの
ま

と
め

（
注

）水
産

庁
に

よ
る

日
本

人
の

食
用

魚
介

類
の

1人
1年

当
た

り
の

消
費

量

20
01

年
40

.2
kg

20
13

年
24

.6
 k

g

成
人

男
性

（
体

重
60

 k
g）

の
場

合

A
D

I(
20

09
)

最
大
検
出
濃
度

ng
/k

g/
日

ng
/g

-w
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ク
ロ
ル
デ
ン

50
0
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3

～
44

8
73

D
D

T
5,

00
0

2,
73

0
～

4,
48

0
32

デ
ィ
ル
ド
リ
ン
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0

55
～

90
9

P
C

B
5,

00
0

2,
73

0
～

4,
48

0
27

ng
/g

-w
et

成
人
が
許
容
で
き
る
濃
度

ま
と

め

（
１

）採
取

し
た

全
て

の
生

物
か

ら
PO

Ps
が

検
出

さ
れ

た
。

①
ク

ロ
ル

デ
ン

類
や

デ
ィ

ル
ド

リ
ン

は
、

全
国

と
比

較
し

て
も

高
濃

度
で

あ
っ

た
。

②
D

DT
類

や
PC

Bは
、

全
国

と
比

較
し

て
同

程
度

で
あ

っ
た

。

③
河

川
と

比
較

し
て

海
域

の
方

が
低

濃
度

に
な

る
傾

向
が

見
ら

れ
た

。

④
19

80
年

代
に

最
も

高
濃

度
で

そ
の

後
減

少
す

る
傾

向
だ

が
、

近
年

は
横

這
い

で

あ
っ

た
。

（
２

）最
も

高
濃

度
が

検
出

さ
れ

た
魚

を
毎

日
摂

取
し

た
場

合
で

も
健

康
に

悪
影

響
を

及

ぼ
す

濃
度

で
は

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

（
３

）個
体

差
が

大
き

く
、

極
端

に
高

濃
度

な
魚

が
見

ら
れ

る
。
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P
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す
。
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境
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け
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、
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新
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の
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境
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査

結
果
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さ

れ
て

い
ま

す
。
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令

和
元

年
版

名
古

屋
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環
境

白
書

資
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編

今
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の
結

果
を

具
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字

で
公

表
さ

れ
て
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ま

す
。
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